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Development of Teaching Materials to Promote Understanding of 
Developmental Disorders: A Dwarf ’s Workroom 
 



























































図 1 教材の使用例 







作業机  情報の書類  作業空間（ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ：335×445 ㎜）  
記憶の棚  命令書  記憶の黒板  
注意の
ライト  
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耳  聴覚的情報の運び屋  
目  視覚的情報の運び屋  
口  事務員からの命令書（行動命令）を受け取って口を動かす。  
手  事務員からの命令書（行動命令）を受け取って手を動かす。  





く黒板。短期記憶、ワーキングメモリー (Baddeley & Hitch,1974)の機能
を果たす。  













命令書  手や足や口などが身体部位を動かすための書類で、事務員が作成する。 
※ 小人及び、家具・アイテムに関しては、太字にアンダーラインで示している。  


































②  表 1 に従って、個々の小人と家具・アイテムの役割を説明する。 
③  当該児童について、どの小人やどの家具・アイテムにどのような不調や
不具合があるかを説明する。表 2 に発達障害児等によく認められる認知




表 2 発達障害児等によく認められる心の機能の不具合とその説明例  


























































































※ 小人及び、家具・アイテムに関しては、太字にアンダーラインで示している。  
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図 2 「記憶の黒板」にオプション（小）を装着  
図 3 「作業机」にオプション（小）を装着  
 
図 4 「記憶の棚」にオプションを装着  
①  
②  
①  記憶の棚の中身を少なくした状態。  
②  上段：記憶の棚は、「××辞典」ばかりに偏
っている。  
    下段：記憶の棚には、スナップ写真が乱雑に
入った箱が置かれている。  
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4)主な発達障害との関係  



















仕事部屋」も開発した（図 5）。  
 
図 5 「小人の仕事部屋」一枚紙バージョン 
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図 5 の使用法は既に記した内容と同じであるが、以下が異なる。  
 「監督」、「欲求」に関して、機能をより分かりやすく示すため、人数を増やし
た上、児童への説明も意識して名称を以下のように変更。  
監 督：「チェック君 (チェ )」と「プランちゃん (プラ )」  
欲 求：「やだもん (やだ )」、「したいもん (した )」、「ほしいもん (ほし )」  
 児童への説明も意識して、「事務員」「秘書」の名称を以下のように変更。  
事務員：「働くおじさん (おじ )」  
秘 書：「お手伝いさん (おて )」  













7a)、図 7b)）。  

















図 6 ADHD の Dual Pathway モデル(Sonuga-Barke,2003) 一部改変 






































図 7 ADHD に関連する脳部位と脳内ネットワーク概略図(Faraone ら ,2015)一部改変 













1) 現在は、2013 年 5 月に出版されたアメリカ精神医学会作成の DSM-V（精神疾患の診断・統計マニュ
アル第 5 版）の診断名に従って ASD（自閉症スペクトラム障害）と呼ばれることも多い。本稿におい
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